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「
平
治
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語
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は
じ
め
に

「
平
治
物
語
」
は
、
「
保
元
物
語
」
や
「
平
家
物
語
」
と
同
じ
く
、
琵
琶
語

り
に
も
供
さ
れ
て
流
動
と
変
遷
を
遂
げ
た
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
が
最
も

充
実
し
た
密
度
の
渡
い
文
学
的
世
界
を
達
成
し
た
の
は
、
全
刀
比
羅
本
に
代
表

（1）

さ
れ
る
諸
本
群
の
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
o
大
き
く
、
陽
明
・
学
習
院

本
段
階
、
金
刀
比
経
本
段
階
、
流
布
本
段
階
と
三
段
階
に
わ
た
る
「
平
治
物

語
」
の
展
開
に
お
い
て
、
金
刀
比
羅
本
は
陽
明
・
学
習
院
本
段
階
に
お
け
る
志

（2）

向
の
分
裂
（
別
稿
で
詳
論
）
を
克
服
し
、
源
氏
一
族
の
悲
劇
と
再
興
へ
の
伏
線

を
語
る
文
学
と
し
て
自
ら
の
主
題
を
確
立
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
流
布
本
段
階

に
至
る
と
爽
雑
物
が
入
り
込
み
、
作
者
の
意
識
は
拡
散
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
金
刀
比
羅
本
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
よ
り
、
「
平
治
物
語
」

が
い
か
な
る
文
学
的
内
質
を
も
っ
て
達
成
さ
れ
、
い
か
な
る
独
自
性
を
か
ち
え

て
い
る
か
の
一
端
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
が
、
ま
ず
、
先
だ
っ
て
「
平
治
物
語
」

の
達
成
が
「
保
元
物
語
」
や
「
平
家
物
語
」
と
の
緊
密
な
関
係
の
も
と
に
な
さ

れ
た
事
実
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
o

私
は
か
つ
て
、
「
平
治
物
語
の
古
態
本
に
つ
い
て
ー
高
阪
説
・
笠
説
を
め

ぐ
る
疑
問
」
（
「
古
典
遺
産
」
昭
和
4
5
年
1
2
月
）
と
題
す
る
別
稿
で
、
「
平
家
物

語
」
の
影
響
が
「
平
治
物
語
」
の
流
動
展
開
に
深
く
作
用
し
た
こ
と
を
、
重
盛

像
や
清
盛
像
の
変
質
等
に
基
づ
い
て
指
摘
し
、
且
つ
、
そ
の
影
響
が
陽
明
・
学

（3）

習
院
・
松
平
木
本
は
極
微
で
物
語
の
本
質
的
な
と
こ
ろ
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い

息
を
も
っ
て
、
古
態
本
認
定
の
一
規
準
と
し
た
。
そ
の
後
、
田
中
宜
一
氏
も
金

（4）

刀
比
落
木
に
「
平
家
物
語
」
の
影
響
を
認
め
ら
れ
、
北
川
忠
彦
氏
は
「
保
元
物（5）

語
」
の
金
刀
比
経
本
を
も
視
野
に
お
さ
め
て
同
様
の
見
解
を
と
ら
れ
て
い
る
。

「
平
治
物
語
」
が
「
平
家
物
語
」
の
影
響
を
受
け
て
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、

否
み
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

「
保
元
物
語
」
と
の
緊
密
な
関
係
は
、
古
来
、
同
一
作
者
説
が
優
勢
で
あ
っ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
永
積
安
明
氏
が
「
日
本
古
典
文
学
大
系

保
元
物
語
・
平
治
物
語
」
（
昭
和
3
6
年
岩
波
書
店
刊
）
の
解
説
に
お
い
て
、
雨
物

語
に
関
す
る
新
た
な
諸
本
体
系
説
を
提
唱
し
、
「
保
元
物
語
」
で
は
文
保
・
半

井
本
を
、
「
平
治
物
語
」
で
は
陽
明
・
学
習
院
本
を
現
存
最
古
態
本
と
認
定
さ

れ
て
以
来
、
両
物
語
の
関
係
も
再
考
を
促
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
作

品
の
古
態
本
に
つ
い
て
比
較
す
る
な
ら
は
、
両
者
の
関
係
は
む
し
ろ
疎
遠
で
、

作
品
の
性
格
も
異
な
り
、
異
作
者
説
の
方
が
極
め
て
浪
厚
と
思
わ
れ
る
。
が
、

金
刀
比
経
本
ど
う
L
に
な
る
と
、
永
積
氏
が
同
解
説
で
、
「
二
つ
の
物
語
を
、

で
き
る
だ
け
同
じ
構
造
に
仮
構
し
ょ
う
と
し
た
も
の
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

首
肯
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
氏
は
、
そ
の
例
証
と
し
て
、
「
平
治
物
語
」

の
悪
源
大
義
平
が
「
保
元
物
語
」
の
為
朝
と
相
似
形
の
人
物
に
造
形
さ
れ
る
の
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が
、
金
刀
比
羅
本
の
段
階
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
 
 

金
刀
比
経
本
「
平
治
物
語
」
ほ
、
「
平
家
物
語
」
や
「
保
元
物
語
」
を
知
る
こ
と
 
 

な
し
に
は
語
れ
な
い
世
界
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
三
物
語
の
交
渉
 
（
6
）
 
 

の
背
景
に
は
、
琵
琶
語
り
の
場
が
容
易
に
想
像
さ
れ
も
す
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
「
保
元
物
語
」
と
 
「
平
治
物
語
」
 
と
の
関
係
で
常
に
く
り
返
し
 
 

楷
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
後
者
中
の
義
平
像
が
前
者
中
の
為
朝
像
を
模
し
て
 
 

形
象
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
く
り
返
し
は
、
「
平
治
物
語
」
 
 

が
「
保
元
物
語
」
を
範
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
と
い
う
漠
と
し
た
通
念
を
、
 
 

人
々
の
脳
裏
に
刻
ん
で
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
疑
念
が
あ
る
。
永
 
 

横
氏
の
提
言
は
、
古
態
本
の
段
階
で
は
二
人
物
の
相
似
形
が
で
き
あ
が
っ
て
い
 
 

な
か
っ
た
こ
と
を
判
明
さ
せ
、
そ
う
し
た
考
え
に
警
告
を
与
え
た
も
の
の
、
金
 
 

刀
比
定
本
の
段
階
に
関
し
て
ほ
な
お
、
「
平
治
物
語
」
 
の
側
が
「
保
元
物
語
」
 
 

の
影
響
を
一
方
的
に
受
け
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
表
現
か
ら
ま
ぬ
か
れ
 
 

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
然
、
両
物
語
の
展
開
は
、
相
即
的
な
関
係
で
 
 

（
7
）
 
 

な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
「
そ
の
l
」
で
は
、
こ
の
関
係
を
鮮
明
に
し
、
 
 

ま
た
、
「
保
元
物
語
」
と
「
平
治
物
語
」
と
の
文
学
的
脈
絡
形
成
の
具
体
相
を
 
 

明
ら
か
に
す
る
為
に
、
「
保
元
物
語
」
が
「
平
治
物
語
」
 
の
存
在
に
か
か
わ
っ
 
 

て
変
貌
し
た
一
面
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

こ
こ
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
推
測
が
つ
く
よ
う
に
、
「
保
元
」
「
平
治
」
「
平
家
」
 
 

の
三
つ
の
物
語
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
流
動
展
開
の
あ
る
段
階
で
は
、
完
全
に
 
 

パ
ラ
レ
ル
な
位
置
に
立
つ
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
 
 

言
う
ま
で
も
な
く
、
金
刀
比
定
本
「
平
治
物
語
」
は
、
他
の
二
作
品
と
パ
ラ
レ
 
 

ル
な
立
場
に
立
っ
た
後
の
創
造
に
な
る
。
従
来
の
文
学
史
の
記
述
は
、
一
般
的
 
 

に
、
「
平
治
物
語
」
を
「
保
元
物
語
」
か
ら
 
「
平
家
物
語
」
 
へ
至
る
一
階
梯
と
 
 

す
る
か
、
「
保
元
物
語
」
の
姉
妹
編
と
し
て
一
括
し
、
「
平
家
物
語
」
の
前
段
階
 
 

（
8
）
 
 

的
作
品
と
位
置
づ
け
る
か
し
つ
つ
、
そ
れ
を
説
く
の
に
金
刀
比
定
本
や
流
布
本
 
 

（
9
）
 
 

の
分
析
を
も
っ
て
し
て
き
た
が
、
今
後
、
厳
に
慎
し
ま
な
け
れ
は
な
ら
な
い
だ
 
 

ろ
う
。
金
刀
比
羅
本
「
平
治
物
語
」
の
文
学
性
を
「
平
家
物
語
」
 
の
前
段
階
的
 
 

な
も
の
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
な
け
れ
は
な
ら
な
い
し
、
「
保
元
 
 

物
語
」
の
金
刀
比
羅
本
と
「
平
治
物
語
」
や
「
平
家
物
語
」
と
の
関
係
で
も
同
 
 

様
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
踏
ま
え
て
、
以
下
、
具
体
的
な
論
 
 

述
に
移
ろ
う
と
思
う
。
 
 

「
保
元
物
話
」
の
展
開
と
「
平
治
物
語
」
 
 

ま
ず
、
「
保
元
物
語
」
が
 
「
平
治
物
語
」
 
と
相
即
的
な
関
係
の
下
に
展
開
し
 
 

た
こ
と
を
示
す
事
例
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
、
次
い
で
、
「
平
治
物
語
」
 
に
関
連
 
 

あ
る
「
保
元
物
語
」
中
の
人
物
像
の
変
質
を
通
し
て
、
「
平
治
物
語
」
 
へ
の
流
 
 

れ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
実
体
を
判
然
と
さ
せ
た
い
。
当
面
、
姐
上
に
載
せ
る
の
 
 

ほ
、
古
態
本
と
金
刀
比
定
本
の
「
保
元
物
語
」
に
な
る
が
、
他
の
諸
本
に
も
検
 
 

討
の
筆
を
費
す
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

「
保
元
物
語
」
の
古
態
本
は
半
井
本
を
使
用
、
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
刊
「
保
 
 

元
物
語
（
半
井
本
）
 
と
研
究
」
の
詔
刻
本
文
に
従
っ
た
。
「
平
治
物
語
」
 
の
古
 
 

態
本
に
つ
い
て
ほ
完
本
が
現
存
し
な
い
為
、
上
巻
は
陽
明
本
、
中
・
下
巻
ほ
学
 
 

習
院
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
未
刊
国
文
資
料
刊
会
刊
「
平
治
物
語
（
九
条
家
杢
 
 

と
研
究
」
の
翻
刻
本
文
に
よ
り
、
両
物
語
の
金
刀
比
定
本
は
岩
波
書
店
刊
「
日
 
 

本
古
典
文
学
大
系
」
所
収
の
本
文
を
用
い
た
。
 
 

「
保
元
物
語
」
金
刀
比
経
本
は
、
乱
が
は
て
て
後
の
謀
叛
人
処
刑
に
関
す
る
 
 

一
条
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
傍
点
ほ
、
注
意
を
喚
起
す
る
為
に
私
に
付
 
 

し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 ヽ

こ
と
ご
と
く
 
 
 

…
…
同
十
七
日
夜
、
悉
誅
せ
ら
れ
け
り
。
左
衛
門
大
夫
家
弘
（
以
下
三
人
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

略
）
を
ば
、
蔵
人
新
判
官
義
康
是
を
承
て
、
大
江
山
に
て
切
て
ソ
げ
り
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

大
炊
助
虔
弘
を
、
伊
豆
左
衛
門
尉
信
兼
、
六
條
河
原
に
て
是
を
切
る
。
中
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

官
の
侍
の
長
廉
を
ば
、
平
判
官
実
俊
船
岡
山
に
て
切
て
ソ
げ
り
。
（
中
略
）
 
 
 

平
右
馬
助
入
道
忠
正
（
以
下
四
人
略
）
を
ば
、
播
磨
守
清
盛
是
を
承
て
、
 
 
 

（
大
系
高
二
貢
）
 
 
 

ム
〃
斜
朴
駄
む
や
切
て
ソ
げ
り
。
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文
中
に
傍
点
を
付
し
た
の
は
、
「
夜
」
「
山
中
」
で
刑
を
執
行
す
る
と
い
う
不
 
 

自
然
さ
を
指
摘
し
た
い
為
で
あ
る
。
夜
の
山
中
で
は
、
困
人
を
奪
還
さ
れ
る
恐
 
 

れ
が
あ
り
、
大
江
山
や
船
岡
山
に
着
く
ま
で
の
道
中
も
危
険
で
あ
ろ
う
。
一
方
 
 

で
は
、
賀
茂
の
六
条
河
原
で
や
す
′
＼
と
死
刑
執
行
の
任
を
果
し
て
い
る
人
々
 
 

も
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
部
分
、
古
態
の
半
井
本
は
、
「
夜
」
 
と
い
う
設
定
に
 
 

は
し
て
い
な
い
。
「
夜
」
で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
山
中
で
の
斬
首
は
、
む
し
ろ
、
 
 

人
目
を
避
け
る
為
の
は
か
ら
い
と
し
て
、
ま
た
、
遺
体
を
簡
単
に
処
置
で
き
る
 
 

便
利
さ
の
点
に
お
い
て
、
逆
に
納
得
の
い
く
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
金
刀
 
 

比
経
本
ほ
、
半
井
本
の
自
然
な
叙
述
を
、
あ
え
て
不
自
然
な
叙
述
に
変
え
て
い
 
 

る
の
で
あ
る
。
更
に
彼
の
記
述
で
も
、
「
此
光
弘
法
師
と
申
ほ
、
去
十
七
日
の
 
 

夜
切
ら
れ
た
り
け
る
…
…
」
（
大
系
一
六
三
頁
）
と
、
「
夜
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
 
 

再
確
認
し
て
い
鳶
 
 
 

他
の
諸
本
で
は
、
永
横
氏
が
前
記
解
説
で
九
類
に
分
痙
さ
れ
た
う
ち
、
金
刀
 
 

比
羅
本
（
第
四
顆
）
と
同
じ
記
述
内
容
の
も
の
は
、
京
師
本
（
第
五
類
）
、
正
 
 

木
本
（
第
六
撃
、
杉
原
本
（
第
七
類
）
、
保
元
記
（
第
九
類
）
の
四
種
、
半
井
 
 

本
（
第
一
類
）
と
同
じ
く
「
夜
」
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
ほ
、
鎌
倉
本
（
第
二
 
 

（
1
0
）
 
 

額
）
京
図
本
（
第
三
撃
、
流
布
本
（
第
八
類
）
の
三
種
で
あ
る
成
下
、
第
何
 
 

類
の
記
述
は
省
略
）
。
こ
こ
で
ほ
永
横
氏
が
金
刀
比
定
本
以
前
の
姿
を
有
す
る
 
 

と
さ
れ
る
鎌
倉
本
・
京
図
本
の
記
述
に
注
意
を
促
し
て
お
こ
う
。
流
布
本
は
金
 
 

刀
比
羅
本
よ
り
後
出
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
態
本
に
基
づ
い
て
再
構
成
し
た
為
 
 

ヽ
 
 

か
、
以
下
の
例
証
で
も
半
井
本
と
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。
 
 
 

金
刀
比
産
本
等
の
作
者
は
、
な
ぜ
、
死
刑
執
行
を
「
夜
」
の
こ
と
に
改
変
し
 
 

へ
‖
）
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
事
実
を
当
時
の
日
記
「
兵
範
記
」
に
求
め
れ
は
、
保
元
元
 
 

年
七
月
の
こ
の
時
の
処
刑
は
、
二
十
八
日
と
三
十
日
の
両
日
に
わ
た
っ
た
も
の
 
 

で
、
前
者
の
場
合
は
夕
方
の
刑
執
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
刑
場
は
、
 
 

物
語
の
記
述
と
等
し
く
、
河
原
近
く
（
「
六
波
羅
辺
」
）
と
山
中
と
に
分
か
れ
て
 
 

い
た
。
 
 
 

廿
八
日
丁
卯
 
今
夕
、
被
レ
行
二
斬
罪
云
々
。
忠
良
（
以
下
四
人
略
）
己
 
 

上
、
播
暦
守
清
盛
朝
臣
、
於
二
六
披
露
辺
】
斬
云
々
。
 
 
 

冊
日
己
己
 
又
、
被
レ
行
二
斬
罪
ヽ
家
弘
（
以
下
六
人
咤
）
 
己
上
、
蔵
人
 
 

判
官
義
康
、
於
＝
大
江
山
辺
－
斬
云
々
。
為
義
（
以
下
五
人
略
）
己
上
、
 
 

左
馬
頭
義
朝
、
於
二
船
岡
辺
】
斬
レ
之
。
 
 

（
返
り
点
筆
者
）
 
 
 

「
兵
範
記
」
の
作
者
は
、
二
十
八
日
に
つ
い
て
ほ
夕
方
で
あ
っ
た
由
を
明
記
 
 

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
中
の
処
刑
で
あ
っ
た
三
十
日
に
つ
い
て
は
何
 
 

も
特
別
に
記
し
て
は
い
な
い
。
日
中
の
こ
と
と
推
量
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
 
 

ぅ
。
も
し
、
金
刀
比
藤
本
等
の
作
者
が
右
の
蘭
き
事
実
に
基
づ
く
改
変
を
試
み
 
 

た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
刑
執
行
を
 
「
夜
」
 
に
設
定
す
る
の
で
は
な
 
 

く
、
「
夜
」
ま
た
は
「
夕
方
」
と
 
「
日
中
」
 
と
に
分
け
た
設
定
を
考
え
た
は
ず
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
「
平
治
物
語
」
 
諸
本
に
あ
る
、
斬
首
に
処
せ
ら
れ
た
悪
源
太
義
平
 
 

の
最
後
の
言
葉
が
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
古
態
本
（
学
習
院
本
）
の
 
 

本
文
を
引
用
す
れ
は
、
 
 

清
盛
を
は
じ
め
て
伊
勢
平
氏
程
の
、
も
の
に
も
覚
え
ぬ
双
原
こ
そ
な
け
 
 

れ
。
保
元
の
合
戦
の
時
、
源
平
両
家
の
老
共
あ
ま
た
誅
せ
ら
れ
し
に
、
夜
 
 

陰
に
こ
そ
き
ら
れ
し
か
。
（
中
略
）
 
さ
す
が
義
平
ほ
ど
の
老
を
白
昼
に
き
 
 

る
不
当
人
や
あ
る
。
 
 

（
未
国
六
五
京
）
 
 
 

「
保
元
物
語
」
金
刀
比
定
本
等
の
作
者
は
、
こ
の
言
葉
と
の
呼
応
を
目
途
し
 
 

た
の
に
相
違
な
い
。
も
っ
と
も
、
古
態
本
を
除
く
「
平
治
物
語
」
諸
本
で
は
、
 
 

処
刑
を
夜
と
の
み
に
限
ら
ず
、
「
日
中
＝
山
」
「
夜
＝
河
原
」
 
と
い
う
二
通
り
が
 
 

あ
っ
た
由
の
、
事
実
に
近
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
「
保
元
物
語
」
 
金
刀
比
羅
 
 

本
等
が
「
山
」
「
河
原
」
と
も
に
 
「
夜
」
 
の
処
刑
と
す
る
の
と
微
妙
な
差
異
を
 
 

見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
保
元
物
語
」
中
で
、
「
平
治
物
語
」
 
に
い
う
「
日
中
 
 

＝
山
」
に
対
応
す
る
記
事
は
、
船
岡
山
で
切
ら
れ
た
頼
仲
ら
五
人
と
乙
苦
ら
四
 
 

人
の
こ
と
と
も
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
両
者
間
の
差
異
ほ
決
定
的
な
も
の
で
 
 

ほ
な
い
だ
ろ
う
。
や
は
り
、
「
保
元
物
語
」
 
金
刀
比
羅
本
等
の
不
自
然
な
改
変
 
 

は
、
「
平
治
物
語
」
 
中
の
義
平
の
言
動
が
一
般
に
著
名
と
な
っ
た
為
に
、
そ
れ
 
 

と
の
呼
応
を
目
ざ
し
た
放
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
最
も
蓋
然
性
が
高
い
も
 
 

の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 



103  （103）   

ま
た
、
半
井
本
に
な
く
金
刀
比
経
本
に
は
加
わ
っ
て
い
る
為
朝
の
言
、
「
や
 
 

う
れ
、
を
の
れ
ら
も
き
け
、
人
の
流
さ
る
1
事
は
皆
欺
き
に
て
あ
れ
共
、
為
朝
 
 

は
悦
ぞ
。
」
（
大
系
一
七
五
頁
）
 
が
、
「
平
治
物
語
」
 
の
古
態
本
段
階
か
ら
存
在
 
 

す
る
頼
朝
に
関
す
る
叙
述
、
「
皆
人
は
な
が
さ
る
1
を
な
げ
1
ど
も
、
兵
衛
佐
 
 

ほ
悦
け
り
。
」
（
未
国
九
一
定
、
諸
本
ほ
ぼ
同
文
）
か
ら
き
て
い
る
こ
と
も
間
違
 
 

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
他
諸
本
で
は
、
京
図
本
と
流
布
本
に
こ
の
為
朝
の
言
葉
が
 
 

な
い
が
、
あ
と
ほ
存
す
る
。
 
 
 

更
に
、
治
政
に
対
す
る
作
者
の
主
張
を
記
し
た
「
平
治
物
語
」
冒
頭
部
の
影
 
 

響
が
、
金
刀
比
羅
本
「
保
元
物
語
」
の
近
接
し
た
部
分
に
散
見
さ
れ
る
こ
と
も
 
 

重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
出
陣
を
前
に
義
朝
が
主
上
に
召
さ
れ
、
信
西
と
応
対
 
 

す
る
一
連
の
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
義
朝
の
昇
殿
勅
許
申
請
に
 
 

対
す
る
回
答
の
宣
旨
、
 
 

す
で
に
 
 

「
乱
世
に
は
武
を
以
て
し
づ
む
べ
し
と
云
本
文
あ
り
。
世
蔑
み
だ
れ
ぬ
。
 
 
 

（
大
系
九
一
貫
）
 
 

義
朝
を
恩
賞
せ
ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
」
 
 

が
、
あ
げ
ら
れ
る
。
「
平
治
物
語
」
 
冒
頭
で
は
、
王
者
が
人
臣
を
賞
す
る
に
は
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

文
武
二
道
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
後
、
「
な
か
ん
づ
く
、
ま
つ
だ
い
 
 

の
な
が
れ
に
お
よ
び
て
」
は
、
朝
威
を
蔑
如
し
野
心
を
抱
く
者
も
出
る
か
ら
、
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

「
ち
う
し
や
う
せ
ら
る
べ
き
」
老
は
「
勇
悼
の
と
も
が
ら
」
で
あ
る
と
説
い
て
 
 

い
る
（
未
国
一
三
二
貢
、
傍
点
筆
者
。
杉
原
本
・
流
布
本
は
、
前
部
に
長
文
を
 
 

増
補
）
。
r
乱
世
」
と
「
末
代
」
は
相
通
ず
る
時
代
認
識
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
し
、
 
 

「
忠
鷺
」
の
語
句
の
一
致
は
、
発
想
の
共
通
性
と
相
侯
っ
て
、
両
者
間
の
影
響
 
 

関
係
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
 
 
 

第
二
に
、
信
西
が
、
義
朝
の
夜
討
献
策
を
入
れ
、
鼓
舞
の
弁
舌
を
ふ
る
う
一
 
 

節
。
 
 

お
す
か
つ
こ
と
も
と
む
ろ
と
皇
 
 
 

か
な
ら
ず
 
 
 

其
君
の
功
を
た
て
ん
と
す
る
時
は
、
必
志
を
将
に
押
。
勝
幸
を
求
時
ほ
、
 
 

た
の
む
と
こ
ろ
 
 
 

た
の
む
と
こ
ろ
 
 
愛
を
兵
に
い
た
す
。
将
は
君
の
頼
虚
、
兵
は
将
の
療
所
、
綻
ば
腎
を
つ
 
 
 

（
大
系
九
二
頁
）
 
 
 

か
ひ
、
菅
指
を
つ
か
ふ
が
如
し
、
 
 

こ
の
一
節
は
、
同
じ
く
「
平
治
物
語
」
冒
頭
部
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
、
 
 

唐
の
太
宗
皇
帝
が
兵
に
与
え
た
厚
情
の
逸
話
と
合
致
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
「
み
 
 

づ
か
ら
て
を
く
だ
さ
ね
共
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
あ
た
ふ
れ
は
」
（
同
前
）
 
と
い
う
 
 

一
句
も
見
え
、
右
文
の
「
志
を
将
に
押
」
と
頼
似
の
表
現
と
思
わ
れ
る
が
、
な
 
 

お
、
右
の
一
節
に
関
し
て
は
、
他
の
典
拠
に
よ
っ
た
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
も
 
 

否
定
で
き
な
い
。
 
 
 

第
三
に
、
些
細
な
箇
所
で
は
あ
る
が
、
こ
の
際
、
最
も
示
唆
に
富
む
の
は
、
 
 

信
西
紹
介
の
短
文
、
 
 

兼
 
 
覧
 
 
 

此
押
門
、
諸
道
を
け
ん
ら
ん
し
て
、
才
文
武
を
か
ね
た
り
。
 
 

（
大
系
九
〇
貢
）
 
 

で
あ
る
。
儒
家
の
出
で
あ
る
信
西
が
、
「
武
」
 
の
才
に
も
た
け
て
い
た
と
い
う
 
 

の
は
お
か
し
い
。
金
刀
比
経
本
作
者
が
、
こ
の
一
連
の
場
面
を
構
成
し
て
ゆ
く
 
 

中
で
、
「
文
武
」
を
説
く
「
平
治
物
語
」
 
冒
頭
が
念
頭
に
あ
っ
た
為
に
、
こ
う
 
 

し
た
記
述
に
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
「
平
治
物
語
」
で
は
、
疑
い
て
 
 

記
さ
れ
る
信
頼
の
紹
介
で
も
、
「
文
に
も
あ
ら
ず
、
武
に
も
あ
ら
ず
」
（
未
国
一
 
 

三
三
京
）
と
「
文
武
」
が
く
り
返
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
と
は
信
西
像
の
形
象
に
 
 

兼
覧
 
 

も
関
連
す
る
が
、
「
諸
道
を
け
ん
ら
ん
し
て
、
」
と
あ
る
部
分
は
、
京
図
本
に
は
 
 

「
諸
道
を
兼
学
し
、
諸
事
に
く
ら
か
ら
ず
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
「
平
治
物
語
」
 
 

の
信
頼
紹
介
に
続
く
信
西
紹
介
で
、
「
し
よ
だ
う
を
か
ね
が
く
＜
金
刀
比
定
本
 
 

け
ん
が
く
 
等
で
は
「
兼
学
」
∨
し
て
、
し
よ
じ
に
く
ら
か
ら
ず
」
（
未
国
三
一
三
頁
）
と
あ
 
 

る
と
こ
ろ
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
 
 
 

無
論
、
上
に
引
用
し
た
三
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
古
態
の
半
井
本
に
は
見
ら
れ
 
 

な
い
も
の
で
あ
る
。
他
諸
本
で
は
、
流
布
本
に
な
く
、
京
図
本
が
第
一
点
を
欠
 
 

く
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
は
金
刀
比
経
本
同
様
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
金
刀
比
 
 

羅
本
等
ほ
、
「
平
治
物
語
」
 
冒
頭
の
思
想
に
何
ら
か
の
共
鳴
を
覚
え
、
自
ら
の
 
 

内
部
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

如
上
の
諸
点
に
よ
っ
て
、
「
平
治
物
語
」
 
が
一
方
的
に
 
「
保
元
物
語
」
か
ら
 
 

の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
与
え
て
も
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
よ
 
 

う
。
そ
し
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
「
保
元
物
語
」
 
の
展
開
に
伴
う
人
物
像
の
 
 

変
質
も
、
こ
の
よ
う
な
基
盤
の
上
に
な
し
と
げ
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
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〓
 
 

私
ほ
、
「
平
治
物
語
」
 
の
展
開
過
程
に
お
い
て
、
義
朝
像
が
朝
敵
と
し
て
の
 
 

白
眼
視
の
対
象
か
ら
、
悲
劇
の
人
と
し
て
こ
の
物
語
の
主
役
的
人
物
へ
変
貌
し
 
 

（
1
2
）
 
 

て
い
っ
た
事
実
を
別
稿
で
拾
摘
し
た
。
そ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
 
 

「
保
元
物
語
」
中
の
義
朝
像
に
も
、
古
態
の
半
井
本
か
ら
金
刀
比
羅
本
へ
の
過
 
 

程
で
、
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
 
 
 

義
朝
が
初
め
て
具
体
的
な
姿
を
も
っ
て
描
か
れ
る
の
は
、
合
戦
を
直
前
に
ひ
 
 

か
え
た
、
「
主
上
三
条
殿
行
幸
、
官
軍
勢
汰
へ
ノ
事
」
 
の
章
段
か
ら
で
あ
る
。
 
 

金
刀
比
羅
本
で
ほ
、
「
平
治
物
語
」
 
冒
頭
の
影
響
が
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
も
 
 

あ
る
。
半
井
本
の
作
者
ほ
、
次
の
如
き
言
動
と
共
に
、
彼
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
 
 

て
く
る
。
 
 
 

内
裏
ニ
テ
義
朝
兵
共
ノ
中
二
打
立
テ
、
紅
ノ
扇
ノ
日
出
シ
タ
ル
ヲ
開
キ
ッ
 
 

カ
ウ
テ
申
ケ
ル
ハ
、
我
生
テ
此
真
二
合
、
身
ノ
幸
也
。
私
ノ
合
戦
ニ
ハ
朝
 
 

威
二
恐
テ
、
思
様
ニ
モ
振
舞
ハ
ズ
。
今
、
宣
旨
ヲ
蒙
テ
、
朝
敵
ヲ
平
ゲ
、
 
 

質
二
預
ラ
ン
事
、
是
家
ノ
面
目
也
。
芸
ヲ
此
時
ニ
ホ
ド
コ
シ
、
命
只
今
捨
 
 

テ
、
名
ヲ
後
代
二
上
、
質
ヲ
子
孫
二
施
ス
べ
シ
、
ト
ゾ
悦
ケ
ル
。
 
 

（
未
国
三
〇
貢
）
 
 
 

「
紅
ノ
扇
ノ
日
出
シ
タ
ル
」
が
す
べ
て
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
な
、
い
か
に
 
 

も
晴
れ
や
か
で
意
気
軒
昂
と
し
た
姿
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
気
分
ほ
、
 
 

続
い
て
記
さ
れ
る
夜
討
献
策
の
義
朝
の
言
辞
や
、
人
に
は
ば
か
る
こ
と
も
な
 
 

く
、
勅
許
の
い
ま
だ
下
り
な
い
昇
殿
を
そ
の
場
で
果
た
し
て
し
ま
う
果
敢
な
行
 
 

動
に
も
脈
う
つ
て
い
る
。
夜
討
を
献
策
し
た
義
朝
は
、
「
比
内
裏
ヲ
バ
清
盛
ナ
 
 

ン
ド
ニ
守
護
セ
サ
セ
テ
、
義
朝
ハ
打
手
ヲ
給
リ
テ
、
時
ヲ
移
サ
ズ
罷
向
テ
、
カ
 
 

レ
等
ヲ
先
立
テ
勝
負
ヲ
決
セ
ソ
。
」
（
未
国
三
一
頁
）
と
広
言
し
、
ま
た
、
殊
な
 
 

る
忠
功
を
あ
げ
れ
ば
昇
殿
を
許
す
と
い
う
約
束
に
対
し
て
ほ
、
 
 
 

義
朝
申
ケ
ル
ハ
、
義
朝
合
戦
ノ
庭
二
罷
向
テ
命
ヲ
全
セ
ソ
真
ヲ
不
存
レ
 
 
 

バ
、
死
シ
テ
後
ハ
何
カ
セ
ソ
。
只
今
ユ
ル
サ
レ
ザ
ラ
ン
昇
殿
ハ
、
ヰ
ツ
ヲ
 
 
 

可
期
ゾ
ト
テ
、
押
テ
階
ヲ
ノ
ポ
リ
ク
リ
ケ
レ
バ
、
少
納
言
入
道
、
コ
ハ
イ
 
 
 

カ
ニ
狼
籍
也
卜
申
ケ
レ
バ
、
主
上
ア
ザ
ワ
ラ
ワ
セ
給
ケ
リ
。
御
輿
二
入
セ
 
 
 

給
ケ
リ
。
大
方
ユ
ゝ
敷
ゾ
見
へ
ケ
ル
。
 
 

（
未
国
三
一
貫
）
 
 

と
い
う
振
舞
い
に
出
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
作
法
を
無
視
し
た
、
新
興
武
 
 

士
ら
し
い
野
人
の
一
面
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
「
死
シ
テ
後
ハ
何
カ
セ
 
 

き
ぎ
わ
し
 
 

ソ
」
と
い
う
現
実
主
義
的
精
神
、
衆
目
の
見
る
中
を
「
押
テ
」
階
を
昇
っ
た
大
 
 

胆
さ
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
信
西
の
「
コ
ハ
イ
カ
ニ
狼
籍
也
」
と
い
う
狼
 
 

狙
ぶ
り
、
「
ア
ザ
ハ
ラ
ハ
セ
給
」
 
つ
つ
も
 
「
御
輿
」
 
に
入
っ
た
ら
し
い
後
白
河
 
 

天
皇
、
義
朝
の
行
動
が
引
き
起
し
た
で
あ
ろ
う
人
々
の
驚
き
の
ざ
わ
め
き
が
想
 
 

像
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
義
朝
の
昇
殿
は
、
正
し
く
は
乱
後
の
こ
と
で
あ
っ
 
 

た
 
（
「
兵
範
記
」
 
保
元
元
年
七
月
十
一
日
粂
記
載
）
。
作
者
は
虚
構
を
か
ま
え
 
 

て
、
臆
す
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
力
強
い
義
朝
像
の
形
象
を
手
が
け
た
の
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
金
刀
比
羅
本
ほ
、
叙
述
の
順
序
か
ら
し
て
大
幅
に
異
っ
て
い
る
。
左
 
 

に
対
照
表
を
示
そ
う
。
 
 

⑥
 
合
戦
の
次
第
を
問
わ
れ
、
夜
対
を
 
 

献
策
。
 
 

⑳
 
主
上
、
夜
討
の
儀
に
賛
同
し
、
忠
 
 

功
と
ひ
き
か
え
に
昇
殿
勅
許
の
 
 

由
、
信
西
を
介
し
て
伝
達
。
 
 

⑳
 
そ
の
場
で
、
勅
許
の
な
い
昇
殿
を
 
 

あ
え
て
果
た
す
。
 
 

④
 
紅
の
扇
を
開
き
、
晴
れ
の
合
戦
に
 
 
 

臨
む
喜
び
を
語
る
。
 
 

⑧
 
主
上
に
召
き
れ
る
。
 
 

半
 
 

井
 
 

本
 
 

☆
 
本
陣
に
帰
り
、
先
祖
伝
来
の
八
龍
の
 
 
 

兇
を
著
す
。
 
 

⑧
 
主
上
に
召
き
れ
、
庭
上
に
伺
候
。
 
 

臥
 
主
上
、
合
戦
の
大
将
を
義
朝
に
下
命
 
 

し
、
忠
功
と
ひ
き
か
え
に
昇
殿
勅
許
 
 

の
由
、
信
西
を
介
し
て
伝
達
。
 
 

⑳
 
そ
の
場
で
の
昇
殿
勅
許
を
申
請
。
信
 
 

西
、
異
議
を
と
な
え
る
が
、
勅
許
下
 
 

り
、
昇
殿
を
果
た
す
。
 
 

◎
 
合
戦
の
次
第
を
問
わ
れ
、
夜
討
を
献
 
 

策
。
 
 

軌
 
信
西
、
夜
討
の
儀
に
賛
同
し
、
義
朝
 
 

を
鼓
舞
。
 
 

金
 
 
刀
 
 
羅
 
 
本
 
 

5   



（101）   101  

こ
の
裏
か
ら
、
金
刀
比
経
本
が
半
井
本
と
際
立
っ
て
異
っ
て
い
る
点
が
、
三
 
 

点
楷
摘
で
き
る
。
第
一
は
紅
の
扇
の
粂
が
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
 
 

は
義
朝
の
昇
殿
が
逆
に
前
へ
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
そ
れ
に
伴
い
、
半
井
本
の
 
 

⑳
の
部
分
が
二
分
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
）
、
第
三
は
八
龍
の
鎖
と
竪
鞭
 
 

の
挿
話
（
☆
印
）
が
新
た
に
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
 
 

は
、
金
刀
比
羅
本
作
者
が
義
朝
の
昇
殿
を
中
心
に
す
え
た
構
成
を
考
え
た
結
果
 
 

と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
連
の
場
面
の
核
と
す
べ
く
義
朝
昇
殿
を
は
じ
め
 
 

に
語
り
（
第
二
点
）
、
義
朝
が
い
か
に
昇
殿
に
望
み
を
か
け
、
そ
れ
を
得
た
こ
 
 

と
で
ど
れ
ほ
ど
気
分
を
高
揚
さ
せ
た
か
を
伝
え
る
為
に
、
昇
殿
の
あ
か
し
と
な
 
 

る
忘
れ
形
見
と
し
て
革
の
竪
鞭
に
鞭
を
結
び
つ
け
る
挿
話
を
導
入
し
 
（
第
三
 
 

点
）
、
宿
願
の
昇
殿
を
遂
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
い
残
す
こ
と
な
く
戦
場
に
 
 

臨
も
う
と
す
る
晴
れ
や
か
な
姿
を
、
紅
の
扇
の
一
件
に
象
徴
さ
せ
て
最
後
に
置
 
 

（
1
3
）
 
 

く
（
第
一
点
）
。
金
刀
比
藤
本
作
者
は
、
半
井
本
作
者
が
試
み
た
虚
構
を
更
に
 
 

拡
大
し
、
大
き
く
ク
P
－
ズ
ア
ッ
プ
し
て
見
せ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

で
は
、
こ
の
構
成
の
再
編
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
義
朝
の
変
質
ほ
、
ど
の
よ
 
 

う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
金
刀
比
藤
本
が
読
者
に
最
初
に
印
象
づ
け
て
く
 
 

る
彼
の
映
像
ほ
、
赤
地
の
錦
の
直
垂
を
著
し
、
脇
楯
、
小
具
足
姿
に
大
力
を
帯
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

び
、
「
烏
帽
子
引
立
、
庭
上
に
ひ
ざ
ま
づ
き
、
畏
て
ぞ
候
け
る
。
」
（
大
系
九
〇
 
 

頁
、
傍
点
筆
者
。
半
井
本
な
し
）
と
い
う
殊
勝
な
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
推
量
さ
れ
 
 

る
の
は
、
半
井
本
に
お
け
る
如
き
勅
許
以
前
に
昇
殿
を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
向
 
 

う
見
ず
な
た
く
ま
し
さ
で
ほ
な
く
、
礼
義
骨
法
を
正
し
く
わ
き
ま
え
た
凍
々
し
 
 

さ
で
あ
ろ
う
。
昇
殿
に
際
し
て
も
勅
許
の
下
る
の
を
待
ち
、
勅
許
を
得
て
御
所
 
 

ば
か
b
 
の
階
段
を
の
ぼ
る
時
は
、
「
な
か
ら
計
」
（
大
系
九
一
貫
）
で
歩
を
と
め
、
そ
れ
 
 

以
上
の
行
動
に
出
よ
う
と
は
し
な
い
。
彼
は
自
ら
律
す
る
こ
と
を
充
分
に
心
得
 
 

☆
 
出
陣
を
前
に
、
昇
殿
の
あ
か
し
に
と
 
 
 

車
の
堅
鞭
に
職
を
結
び
つ
け
る
。
 
 

（
部
下
、
落
涙
す
）
 
 

④
 
紅
の
屏
を
開
き
、
晴
れ
の
合
戦
に
臨
 
 
 
む
喜
び
を
語
る
。
 
 

た
つ
し
 
 
ぞ
ん
ず
 
 

お
ば
え
 
☆
－
1
政
下
半
井
本
な
し
 
 

す
こ
し
 
 
覚
候
。
其
故
は
、
年
来
の
所
望
達
ぬ
と
存
る
な
ら
ば
、
少
い
さ
む
心
も
供
 
 

ふ
た
つ
 
 
 
ぺ
し
。
所
望
達
せ
ず
し
て
二
と
な
き
命
を
す
て
ん
事
、
且
は
妄
念
と
も
な
 
 
 

（
大
系
九
一
貫
）
 
 
 

り
、
且
は
無
念
に
も
候
べ
し
。
」
 
 

彼
の
言
葉
の
中
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
⑦
㊥
㊦
で
示
し
た
と
こ
ろ
の
、
 
 

死
に
対
す
る
自
覚
で
あ
る
。
前
引
し
た
半
井
本
の
場
合
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
 
 

こ
の
点
が
い
か
に
増
幅
さ
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
半
井
 
 

本
の
場
合
も
、
戦
場
に
お
け
る
死
を
覚
悟
し
た
上
で
の
言
動
が
措
か
れ
て
は
い
 
 

る
が
、
金
刀
比
経
本
に
比
べ
、
死
の
覚
悟
と
昇
殿
を
奪
い
と
る
行
動
と
ほ
余
り
 
 

に
も
単
純
で
あ
る
。
か
げ
り
の
な
い
力
強
さ
が
あ
る
か
わ
り
に
、
内
面
に
お
け
 
 

る
沈
潜
は
見
ら
れ
な
い
。
金
刀
比
羅
本
の
場
合
は
、
「
家
に
侍
る
事
候
」
 
と
い
 
 

う
、
内
に
一
念
を
秘
め
た
重
々
し
い
言
葉
で
始
ま
り
、
三
度
に
わ
た
っ
て
死
の
 
 

覚
悟
が
強
調
さ
れ
、
更
に
半
井
本
に
な
い
「
其
故
ほ
」
以
下
の
言
葉
（
☆
印
）
を
 
 

加
え
て
、
昇
殿
勅
許
の
効
用
を
説
き
、
且
つ
、
昇
殿
を
許
さ
れ
ぬ
ま
ま
死
ん
だ
 
 

時
に
は
「
妄
念
」
と
も
な
り
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
執
心
の
ほ
ど
を
枝
渡
し
て
見
 
 

せ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
「
階
下
近
く
」
進
み
よ
り
な
が
ら
も
自
ら
を
抑
制
し
、
勅
 
 

許
の
下
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
。
「
後
日
に
勅
許
有
ぺ
く
は
ヾ
 
只
今
宣
旨
を
下
 
 

て
い
る
の
で
あ
り
、
「
コ
ハ
イ
カ
ニ
狼
籍
也
」
（
半
井
本
、
前
掲
）
と
い
う
非
難
 
 

を
受
け
そ
う
な
人
物
と
は
、
と
う
て
い
思
わ
れ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

昇
殿
勅
許
を
申
請
す
る
彼
の
言
葉
も
、
周
到
な
論
理
を
伴
っ
て
柔
軟
・
冷
静
 
 

で
あ
り
、
半
井
本
に
お
け
る
「
…
…
死
シ
テ
後
ハ
何
カ
セ
ソ
。
只
今
ユ
ル
サ
レ
 
 

ザ
ラ
ソ
昇
殿
ハ
、
ヰ
ツ
ヲ
可
期
ゾ
」
（
前
掲
）
 
と
い
う
直
情
性
は
、
ほ
る
か
に
 
 

後
退
し
て
い
る
。
 
 

な
 

あ
る
 
 

す
く
な
き
命
也
。
後
日
に
勅
許
有
べ
く
は
、
只
今
宣
旨
を
下
さ
る
べ
し
と
 
 

に
か
は
り
供
1
又
、
骸
を
戦
場
に
さ
ら
さ
ん
事
只
今
也
。
生
て
再
び
帰
参
 
 

た
の
み
 
 

ご
し
 
 

べ
き
事
に
こ
そ
後
栄
を
も
期
候
は
め
、
天
運
に
任
せ
ん
ず
る
よ
り
外
ほ
頼
 
 

「
家
に
侍
る
事
候
。
合
戦
の
庭
に
出
て
 
 

い
さ
る
 
 

し
由
る
 
死
は
案
の
内
の
事
、
生
は
存
の
 
 

お
も
む
さ
 
 

ら
伊
 
 

④
 
 

－ 6 －   
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ら
さ
む
こ
と
只
今
也
。
さ
れ
ば
誰
か
は
か
ゝ
る
こ
と
あ
る
と
も
披
露
す
べ
 
 

も
し
 

は
や
 
 

き
。
若
、
子
共
の
中
に
い
き
の
こ
る
者
あ
ら
ば
、
『
我
父
は
、
早
昇
殿
許
 
 

ヽ
 
 

か
た
り
 
 

お
も
ひ
 
 

さ
れ
け
る
。
是
み
よ
か
し
』
と
思
、
わ
す
れ
が
た
み
に
こ
そ
。
」
 
と
語
け
 
 

を
の
ー
川
～
 
 

（
大
系
九
三
京
）
 
 
 

れ
ば
、
兵
共
、
各
鎖
の
袖
を
ぞ
ぬ
ら
し
け
る
。
 
 

傍
線
㊤
で
示
し
た
よ
う
に
、
彼
ほ
ま
た
し
て
も
死
を
口
に
す
る
。
死
ほ
死
で
 
 

も
、
前
引
の
㊥
同
様
、
「
只
今
」
の
死
で
あ
る
。
猶
予
の
許
さ
れ
な
い
 
「
只
今
」
 
 

と
い
う
時
間
の
中
に
自
ら
の
死
を
見
て
い
る
義
朝
の
張
り
つ
め
た
心
か
ら
、
 
 

昇
殿
勅
許
の
執
拗
な
要
請
も
、
忘
れ
形
見
を
残
す
こ
と
へ
の
心
配
り
も
生
ま
れ
 
 

・
も
．
レ
 
 

て
き
て
い
る
。
「
子
共
の
中
に
い
き
の
こ
る
者
」
が
あ
る
こ
と
す
ら
、
「
宕
」
と
 
 

い
う
、
ま
ず
あ
り
え
な
い
仮
定
と
し
て
し
か
彼
ほ
考
え
て
い
な
い
。
一
族
死
滅
 
 

す
る
こ
と
も
覚
悟
し
た
上
で
、
我
が
子
へ
忘
れ
形
見
を
残
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

故
に
人
々
は
落
涙
す
る
。
作
者
は
、
数
刻
後
に
は
無
に
帰
し
て
い
る
か
も
知
れ
 
 
 

な
い
自
己
の
存
在
を
先
取
り
し
つ
つ
、
今
の
時
点
を
生
き
る
人
間
と
し
て
、
義
 
 

ヽ
ヽ
 
 

さ
る
ぺ
し
と
覚
供
。
」
 
と
い
う
慎
重
な
も
の
の
言
い
方
の
真
に
は
、
死
を
覚
悟
 
 

し
て
い
る
人
間
の
、
後
に
ほ
引
き
そ
う
も
な
い
重
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
半
井
本
 
 

に
比
し
、
義
朝
像
ほ
明
ら
か
に
深
い
内
面
性
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
金
刀
比
経
本
作
者
は
、
こ
の
義
朝
の
言
葉
を
創
出
す
る
に
あ
た
 
 

り
、
半
井
本
で
他
の
人
物
に
言
わ
せ
て
い
る
言
葉
を
転
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

と
い
う
の
ほ
、
④
の
部
分
「
合
戦
の
庭
に
出
て
、
死
は
実
の
内
の
事
、
生
は
存
 
 

の
外
の
こ
と
也
。
」
が
、
為
朝
に
勝
負
を
挑
ん
だ
山
田
小
三
郎
是
行
 
（
金
刀
比
 
 

経
本
「
維
行
」
）
 
の
言
葉
、
「
弓
矢
取
者
ノ
合
戦
ノ
庭
二
出
テ
死
ハ
勿
論
也
、
生
 
 

テ
帰
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
。
」
 
（
未
国
四
一
貫
）
 
の
、
形
を
や
や
変
え
た
転
用
と
思
 
 

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
金
刀
比
経
本
の
山
田
小
三
郎
は
こ
の
言
葉
 
 

を
口
に
し
な
い
。
金
刀
比
経
本
作
者
が
義
朝
像
の
内
面
化
に
意
を
用
い
た
一
端
 
 

が
、
こ
の
よ
う
な
転
用
の
中
に
も
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

夜
討
献
策
の
後
に
増
補
さ
れ
た
挿
話
で
は
、
戦
い
に
臨
む
義
朝
の
心
中
と
そ
 
 

れ
を
聞
い
た
人
々
の
落
涙
と
が
措
か
れ
る
。
車
の
竪
鞭
に
鞭
を
結
び
つ
け
る
義
 
 

朝
の
行
為
に
不
審
を
抱
い
た
部
下
に
対
し
て
、
彼
は
こ
う
語
る
の
で
あ
る
。
 
 

「
下
野
守
義
朝
は
日
来
の
昇
殿
ゆ
る
さ
れ
た
る
ぞ
。
陣
頭
に
か
ば
ね
を
さ
 
 

朝
像
を
強
く
う
ち
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

い
わ
ば
、
凝
縮
さ
れ
た
、
密
度
の
漉
い
内
面
を
付
与
さ
れ
た
義
朝
像
に
は
、
 
 

新
た
な
造
作
や
粉
飾
が
外
面
的
に
も
施
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
作
者
は
兵
具
姿
 
 

め
づ
 
 

の
ま
ま
の
昇
殿
を
「
昇
殿
の
儀
式
、
弥
ら
か
に
ぞ
み
え
し
」
 
と
評
し
、
「
昇
殿
 
 

え
ら
び
 
 

は
、
是
、
象
外
の
撰
也
。
俗
骨
も
て
蓬
莱
の
雲
を
ふ
む
べ
か
ら
ず
。
（
中
略
）
 
 

ふ
だ
 
 

今
日
、
初
め
て
殿
上
の
御
冊
に
名
を
残
し
け
る
は
、
六
孫
王
よ
り
倖
は
れ
る
弓
 
 

矢
の
面
目
と
ぞ
覚
し
。
」
（
大
系
九
一
貫
）
と
讃
辞
を
つ
ら
ね
る
。
ま
た
、
本
陣
 
 

に
帰
っ
た
義
朝
が
先
祖
伝
来
の
八
龍
の
餞
を
著
す
る
場
面
も
新
た
に
取
り
込
ん
 
 

で
い
る
。
し
か
し
、
最
も
深
い
意
味
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
竪
鞭
の
挿
 
 

話
の
後
に
移
行
さ
せ
ら
れ
た
紅
の
扇
を
使
う
場
面
で
あ
る
。
作
者
ほ
そ
の
時
の
 
 

義
朝
の
英
姿
を
描
写
し
て
、
 
 

は
く
ば
う
 

わ
う
ゑ
つ
 
 
 
白
旗
の
旗
を
な
び
か
し
、
黄
鍼
の
鉾
を
か
1
や
か
し
、
魚
鱗
・
鶴
巽
の
降
 
 

い
で
ぎ
や
う
せ
い
 
 

せ
い
ば
う
で
ん
げ
き
 
 

を
全
し
、
星
施
電
戟
の
威
を
ふ
る
っ
て
い
さ
み
進
て
う
ち
出
し
、
刑
勢
こ
 
 

（
大
系
九
四
貢
）
 
 

と
が
ら
、
あ
ツ
ば
れ
大
将
軍
也
と
ぞ
み
え
し
。
 
 

と
記
し
て
い
る
。
兵
ど
も
に
涙
を
催
さ
せ
る
ほ
ど
の
内
心
を
自
ら
語
り
聞
か
せ
 
 

た
後
に
あ
っ
て
、
義
朝
の
こ
の
雄
々
し
い
姿
は
、
一
層
、
鮮
や
か
で
あ
る
。
死
 
 

地
に
趣
く
者
の
悲
し
み
か
ら
、
そ
れ
を
超
克
し
て
ゆ
く
崇
高
な
雄
々
し
さ
へ
 
 

と
、
情
緒
の
流
れ
は
一
つ
の
高
ま
り
を
形
成
し
て
い
る
。
悲
し
み
と
雄
々
し
さ
 
 

の
同
居
1
い
わ
ゆ
る
悲
壮
実
の
世
界
に
彼
は
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
 
 

ら
く
は
平
治
の
乱
に
お
け
る
義
朝
の
哀
れ
な
死
故
に
誇
り
か
な
昇
殿
を
中
心
に
 
 

す
え
る
構
成
を
と
っ
た
作
者
は
、
昇
殿
に
対
す
る
義
朝
の
執
心
も
、
そ
れ
を
得
 
 

た
こ
と
に
よ
る
は
な
や
か
さ
も
、
す
べ
て
悲
壮
な
情
趣
の
中
に
統
括
し
ょ
う
と
 
 

す
る
。
そ
の
根
元
に
あ
る
も
の
ほ
、
義
朝
の
「
只
今
」
の
死
に
対
す
る
自
覚
で
 
 

あ
ろ
う
。
早
く
も
こ
こ
に
ほ
、
「
平
治
物
語
」
に
も
の
が
た
ら
れ
る
悲
劇
へ
の
 
 

予
兆
が
漂
わ
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

他
諸
本
の
該
当
箇
所
は
、
流
布
本
を
除
き
、
す
べ
て
金
刀
比
羅
本
と
同
構
成
 
 

で
あ
る
。
京
図
本
ほ
」
最
後
の
「
白
旗
の
旗
を
な
び
か
し
…
…
」
が
簡
略
で
、
 
 

「
あ
は
れ
大
将
軍
や
と
ぞ
見
え
し
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
基
調
は
金
刀
比
 
 

経
本
と
相
違
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
保
元
物
語
」
 
金
刀
比
経
本
等
の
作
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者
は
、
半
井
本
の
義
朝
登
場
の
場
に
大
胆
に
手
を
加
え
、
義
朝
像
そ
の
も
の
を
 
 

拡
大
し
、
変
質
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

☆
 
 
 

義
朝
像
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
出
す
意
図
を
も
っ
て
改
変
さ
れ
て
い
 
 

る
例
は
、
他
に
も
見
出
せ
る
。
例
え
ば
、
金
刀
比
藤
本
等
の
諸
本
で
は
、
義
朝
 
 

が
為
朝
の
陣
に
寄
せ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
方
角
が
方
塞
り
に
あ
た
る
こ
と
や
、
 
 

朝
日
に
向
っ
て
弓
を
引
く
こ
と
に
な
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
て
迂
廻
す
る
粂
（
大
 
 

系
一
〇
入
貢
）
 
が
加
わ
っ
て
い
る
 
（
但
し
、
流
布
本
な
し
、
鎌
倉
本
欠
巻
）
 
 

が
、
こ
れ
ほ
半
井
本
に
は
清
盛
が
出
陣
に
際
し
て
と
っ
た
行
動
と
し
て
記
さ
れ
 
 

へ
1
4
）
 
 

て
い
る
 
（
未
国
三
三
頁
。
流
布
本
も
同
然
）
も
の
で
あ
る
。
山
田
小
三
郎
の
言
 
 

葉
を
義
朝
の
場
合
に
転
用
し
た
前
述
の
例
と
同
然
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
義
朝
の
 
 

行
為
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
倫
理
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

義
朝
の
倫
理
性
が
問
わ
れ
る
の
は
、
実
父
為
義
処
刑
と
い
う
一
点
に
お
い
て
 
 

で
あ
る
こ
と
ほ
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
予
 
 

測
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
態
本
段
階
か
ら
金
刀
比
藤
本
等
の
段
階
へ
の
過
程
で
、
 
 

為
義
に
対
す
る
時
の
義
朝
の
描
き
方
に
も
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
為
義
 
 

斬
首
の
勅
命
を
受
け
た
義
朝
は
、
半
井
本
で
は
、
父
を
切
る
こ
と
を
勧
め
る
乳
 
 

（
レ
）
 
 

母
子
・
鎌
田
兵
衛
正
清
に
、
「
更
パ
正
清
、
何
ニ
モ
計
テ
切
奉
。
」
 
（
未
国
七
六
 
 

頁
）
 
と
命
じ
て
あ
と
ほ
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
金
刀
比
経
本
で
は
、
「
と
も
か
 
 

く
も
物
も
い
は
ず
、
涙
を
は
ら
′
＼
と
流
」
 
す
義
朝
や
、
「
御
対
面
候
て
、
す
 
 

を
し
の
ご
い
 
か
し
ま
い
ら
せ
給
ひ
候
へ
。
」
と
い
う
鎌
田
の
言
葉
に
、
「
流
る
1
涙
を
押
拭
、
 
 

さ
ら
ぬ
鉢
に
も
て
な
し
、
入
道
殿
の
御
前
に
参
」
 
る
義
朝
を
措
く
（
大
系
一
四
 
 

三
頁
）
。
ま
た
、
助
命
が
か
な
っ
た
と
い
う
自
分
の
虚
言
を
素
直
に
喜
ぶ
父
の
 
 

言
葉
に
接
し
て
は
、
心
中
に
「
む
ざ
ん
の
御
事
か
な
。
只
今
切
ら
れ
給
ほ
ん
ず
 
 

る
事
を
も
し
り
給
ほ
ず
、
か
う
の
給
ふ
ぞ
よ
。
」
 
と
思
い
つ
つ
、
再
び
 
「
涙
の
 
 

す
ゝ
む
を
さ
ら
ぬ
鉢
に
も
て
な
し
」
て
、
つ
い
に
処
刑
の
為
に
父
を
自
邸
か
ら
 
 

送
り
出
す
有
様
を
措
き
込
む
（
大
系
一
四
四
貢
）
。
金
刀
比
羅
本
作
老
ほ
、
こ
 
 

の
場
面
を
義
朝
の
涙
で
一
貫
さ
せ
、
彼
の
悲
嘆
と
そ
の
超
克
、
自
己
の
倫
理
性
 
 

と
の
葛
藤
を
如
実
に
語
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
半
井
本
の
義
朝
に
涙
が
措
か
 

れ
る
こ
と
な
く
終
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
 
 
 

金
刀
比
藤
本
で
は
、
義
朝
が
一
度
な
ら
ず
勅
命
を
拒
否
す
る
と
い
う
、
半
井
 
 

本
に
は
な
い
一
条
も
存
在
す
る
。
彼
ほ
、
為
義
処
刑
の
勅
命
を
「
再
三
」
に
わ
 
 

た
っ
て
辞
退
、
合
戦
の
恩
賞
に
か
え
て
父
の
助
命
を
願
い
出
た
に
も
か
か
わ
ら
 
 

．
レ
象
h
ツ
 
 

ず
、
「
さ
ら
ば
余
人
に
仰
下
さ
る
べ
き
由
、
宣
旨
、
頻
に
な
り
し
か
ば
」
（
大
系
 
 

一
四
三
頁
）
と
い
う
窮
地
に
陥
り
、
や
む
な
く
受
諾
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
 
 

で
あ
る
。
作
者
ほ
、
彼
の
行
為
が
、
自
己
の
意
志
に
反
し
た
や
む
を
え
ざ
る
も
 
 

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の
に
相
違
な
い
。
作
者
の
脳
裏
に
あ
っ
た
 
 

義
朝
像
の
核
は
、
内
面
的
葛
藤
の
苦
悶
に
耐
え
た
行
為
老
の
姿
で
あ
っ
た
ろ
 
 

ぅ
。
そ
れ
ほ
、
金
刀
比
経
本
「
平
治
物
語
」
で
、
自
分
の
娘
を
鎌
田
に
命
じ
て
 
 

殺
害
し
、
次
子
・
朝
長
を
自
ら
の
手
に
か
け
る
義
朝
に
通
う
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
部
分
に
関
す
る
他
諸
本
は
、
鎌
倉
本
が
半
井
本
と
同
構
成
、
流
布
本
が
 
 

半
井
本
的
要
素
と
金
刀
比
羅
本
的
要
素
を
共
有
す
る
が
、
他
は
す
べ
て
ほ
ぼ
金
 
 

刀
比
経
本
と
同
じ
構
成
を
と
る
 
（
但
し
、
京
図
本
に
は
義
朝
の
涙
が
な
い
）
。
 
 

半
井
本
的
な
あ
り
方
は
、
鎌
倉
本
に
そ
の
類
型
を
残
す
も
の
の
、
し
よ
せ
ん
金
 
 

刀
比
定
本
的
な
あ
り
方
に
圧
倒
さ
れ
て
い
く
定
め
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
最
後
 
 

出
と
考
え
ら
れ
る
流
布
本
は
、
半
井
本
と
金
刀
比
羅
本
を
勘
案
し
た
も
の
と
額
 
 

推
さ
れ
る
。
 
 
 

「
保
元
物
語
」
中
の
義
朝
像
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
古
態
本
の
段
階
か
ら
飛
 
 

躍
的
な
成
長
を
遂
げ
、
精
神
性
の
深
ま
り
と
相
倹
っ
た
悲
劇
的
性
格
を
強
め
る
 
 

こ
と
と
な
る
。
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
金
刀
比
羅
本
「
平
治
物
語
」
中
 
 

の
義
朝
像
と
一
体
化
し
た
様
相
を
、
そ
こ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

三
 
 

「
保
元
物
語
」
「
平
治
物
語
」
 
の
古
態
本
ど
う
し
が
、
後
出
の
諸
本
に
比
し
 
 

て
疎
遠
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
義
朝
の
幼
弟
・
乙
若
の
言
い
残
し
た
「
保
元
 
 

物
語
」
中
の
不
書
な
予
言
と
照
応
す
る
記
事
が
、
古
態
の
「
平
治
物
語
」
 
に
だ
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け
は
見
出
せ
な
い
こ
と
に
最
も
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
金
刀
比
経
本
段
階
に
 
 

至
る
と
、
右
の
事
項
に
つ
い
て
も
緊
密
な
対
応
関
係
が
で
き
あ
が
っ
て
く
る
。
 
 

こ
の
こ
と
は
、
義
朝
像
と
も
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
触
れ
て
 
 

お
こ
う
。
 
 
 

金
刀
比
羅
本
「
保
元
物
語
」
 
で
は
、
乙
若
ら
幼
い
四
人
の
兄
弟
を
処
刑
す
べ
 
 

く
義
朝
か
ら
差
し
向
け
ら
れ
た
波
多
野
次
郎
義
通
に
対
し
て
、
乙
若
が
最
後
に
 
 

言
い
残
し
た
言
葉
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 
 

「
改
も
義
通
よ
、
下
野
殿
に
申
さ
ん
ず
る
様
は
よ
な
、
此
事
共
ほ
清
盛
が
 
 

た
め
し
 
 

蔑
言
に
依
て
た
ば
か
ら
れ
さ
せ
給
に
こ
そ
。
昔
も
今
も
例
な
き
現
在
の
父
 
 

の
嘘
を
切
、
兄
弟
を
失
ひ
終
て
、
身
一
つ
に
成
て
只
今
平
氏
に
す
べ
ら
 
 

れ
、
終
に
は
我
身
も
亡
び
失
て
、
源
氏
の
種
の
縫
ん
事
こ
そ
口
情
け
れ
。
 
 

と
を
く
 
 

よ
く
 
 

お
さ
な
 
 

其
時
、
乙
若
は
少
け
れ
共
、
能
云
け
り
と
思
合
せ
給
は
ん
ず
る
ぞ
。
遠
ほ
 
 

た
し
か
化
 
 

ち
か
く
 
 

七
年
、
近
は
三
年
の
中
を
は
過
し
給
は
じ
と
憧
申
す
べ
し
。
今
は
思
ふ
事
 
 

（
大
系
一
五
六
貢
）
 
 

を
も
い
い
を
き
ぬ
。
（
以
下
略
）
」
 
 

一
方
、
金
刀
比
経
本
「
平
治
物
語
」
は
、
逃
避
行
の
途
次
、
次
子
、
朝
長
の
 
 

首
を
自
ら
打
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
義
朝
に
、
こ
の
乙
若
の
遺
言
を
涙
な
が
 
 

ら
に
想
起
さ
せ
て
い
る
。
 
 

「
保
元
の
合
戦
に
弟
共
う
し
な
ひ
し
と
き
、
乙
若
が
、
r
平
家
は
終
に
敵
な
 
 

る
べ
し
、
我
ら
を
た
す
け
を
き
給
ほ
ゞ
、
一
ば
う
の
固
め
に
ほ
な
ら
ん
ず
 
 

る
も
の
を
、
今
に
思
ひ
し
り
給
ふ
べ
し
」
と
い
ひ
を
き
け
る
こ
と
、
今
こ
 
 

そ
お
も
ひ
し
ら
れ
た
れ
。
」
 
 

（
大
系
二
五
四
頁
）
 
 
 

両
者
間
に
は
、
乙
若
の
言
葉
に
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
確
か
な
対
応
関
係
が
 
 

認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
両
物
語
の
現
存
諸
本
間
で
、
乙
若
の
言
葉
が
完
全
に
 
 

一
致
す
る
も
の
は
な
い
）
。
と
こ
ろ
が
、
古
態
の
 
「
平
治
物
語
」
 
で
は
、
右
に
 
 

引
用
し
た
部
分
は
無
論
、
他
に
も
乙
若
の
遺
言
と
呼
応
す
る
文
辞
は
見
当
ら
な
 
 

い
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
「
保
元
物
語
」
 
も
古
態
本
た
る
半
井
本
で
は
、
乙
若
の
遺
言
が
金
刀
 
 

比
経
本
ほ
ど
明
確
な
形
を
と
っ
て
ほ
い
な
い
、
。
半
井
本
は
、
泣
き
や
ま
ぬ
弟
達
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

を
さ
と
す
乙
若
の
言
葉
の
中
に
、
な
か
は
一
人
言
的
に
、
 
 
 

哀
、
下
野
守
ハ
恵
ク
ス
ル
物
哉
。
是
ハ
清
盛
ガ
蔑
秦
ニ
テ
コ
ソ
有
ラ
メ
。
 
 
 

親
ヲ
失
ヒ
弟
ヲ
失
ヒ
終
テ
、
身
一
二
成
テ
、
只
今
源
氏
ノ
胤
ノ
失
ナ
ン
ズ
 
 

ル
コ
ソ
不
便
ナ
レ
。
二
年
三
年
ヲ
ヨ
モ
出
ジ
。
ナ
泣
ヰ
ソ
。
ワ
君
達
ナ
ク
 
 
 

（
未
国
八
三
貢
）
 
 

共
、
誰
カ
ハ
助
ペ
キ
。
（
以
下
略
）
 
 

ヽ
ヽ
 
 

と
、
挿
入
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
遺
言
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
 
 

あ
ろ
う
。
岡
本
で
後
出
す
る
、
平
治
の
乱
に
言
及
し
た
部
分
で
は
、
義
朝
の
死
 
 

を
記
し
て
「
一
年
七
保
元
ノ
乱
二
乙
若
ガ
云
シ
詞
二
少
モ
達
ズ
」
（
未
国
一
〇
一
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

頁
）
と
評
し
て
い
る
が
、
そ
れ
も
「
乙
若
ガ
云
シ
詞
」
と
あ
っ
て
、
義
朝
に
名
 
 

指
し
で
残
さ
れ
た
遺
言
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
「
保
元
物
語
」
 
の
側
 
 

で
も
、
r
平
治
物
語
」
 
へ
の
流
れ
を
積
極
的
に
形
成
す
る
為
に
、
乙
若
の
一
人
 
 

言
的
言
辞
を
明
確
な
遺
言
へ
と
つ
く
り
変
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

金
刀
比
経
本
「
保
元
物
語
」
で
は
、
更
に
、
同
じ
く
義
朝
の
弟
で
断
罪
に
処
 
 

せ
ら
れ
た
頼
仲
に
も
、
「
あ
は
れ
義
朝
は
心
狭
く
も
我
一
人
世
に
あ
ら
ん
と
し
 
 

給
も
の
か
な
。
自
然
の
事
も
あ
ら
ん
時
ほ
後
悔
し
給
は
む
ず
る
物
を
。
一
期
の
 
 

一
五
二
頁
。
傍
線
筆
者
）
と
語
ら
せ
て
い
る
。
処
刑
さ
れ
た
義
朝
の
肉
親
に
、
 
 

執
拗
に
予
言
を
く
り
返
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
年
後
に
訪
れ
る
義
朝
の
敗
 
 

北
と
死
が
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
決
定
的
と
な
っ
た
こ
と
を
、
作
者
は
も
の
が
 
 

た
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
治
の
乱
に
お
け
る
義
朝
の
生
は
、
言
わ
ば
 
 

「
保
元
物
語
」
に
く
り
返
さ
れ
る
予
言
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
と
 
 

言
え
る
。
そ
し
て
、
「
平
治
物
語
」
 
金
刀
比
羅
本
段
階
の
諸
本
は
、
そ
の
規
制
 
 

さ
れ
た
生
を
忠
実
に
蟻
烈
に
生
き
る
義
朝
像
を
現
出
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
保
元
物
語
」
の
他
の
諸
本
は
、
京
図
本
と
流
布
本
が
半
井
本
に
塀
似
し
っ
 
 

つ
も
独
自
の
要
素
を
保
持
し
て
い
る
ほ
か
ほ
、
金
刀
比
森
本
と
同
然
で
あ
る
。
 
 

「
保
元
物
語
」
は
、
京
図
本
（
流
布
本
が
金
刀
比
羅
本
以
前
の
姿
を
残
存
さ
せ
 
 

て
い
る
と
す
れ
は
、
そ
れ
も
含
め
て
）
の
独
自
性
が
示
唆
し
て
い
る
如
く
、
必
 
 
 

う
ち
お
ぼ
つ
か
な
し
。
子
孫
繁
昌
不
実
也
。
」
（
大
系
一
四
入
京
）
と
言
わ
せ
、
 
 

よ
さ
か
た
う
ど
 
 

た
す
け
 
 

乙
若
の
弟
・
亀
若
に
も
、
「
我
等
三
四
人
助
を
か
せ
給
た
ら
ば
、
好
方
人
に
て
 
 

こ
そ
あ
ら
ん
ず
れ
。
よ
か
ら
ん
郎
等
二
三
百
人
に
ほ
い
か
で
か
か
へ
さ
せ
給
 
 

ト
ー
く
 
 

ふ
べ
き
。
た
ゝ
今
後
悔
し
給
は
む
ず
る
物
を
、
能
々
は
か
ら
ひ
給
は
で
。
」
（
同
 
 

9  
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ず
し
も
単
純
と
言
え
な
い
展
開
過
程
を
経
な
が
ら
、
乙
若
の
一
人
言
的
予
言
を
 
 

遺
言
と
し
て
特
立
さ
せ
、
且
つ
他
者
の
口
か
ら
も
同
様
の
言
を
吐
か
せ
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
、
「
平
治
物
語
」
と
の
連
鎖
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
た
の
で
あ
ろ
 
 

ぅ
。
し
か
も
、
こ
の
改
変
は
「
平
治
物
語
」
の
義
朝
像
の
あ
り
方
と
本
質
的
な
 
 

か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
 

「
平
治
物
語
」
で
常
に
義
朝
の
傍
に
侍
し
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
 
 

鎌
田
正
清
も
、
「
保
元
物
語
」
に
お
い
て
変
貌
を
遂
げ
る
。
 
 
 

半
井
本
の
鎌
田
は
、
為
朝
と
対
陣
し
た
時
に
余
り
に
も
み
じ
め
な
醜
態
を
見
 
 

せ
て
い
る
。
鞍
の
前
輪
か
ら
尻
輪
へ
倦
武
者
も
ろ
と
も
射
通
し
た
為
朝
の
矢
の
 
 

あ
な
お
そ
ろ
し
 
 

跡
を
見
て
、
「
穴
威
ト
テ
、
舌
ヲ
振
テ
申
ケ
レ
バ
」
（
未
国
四
三
頁
）
と
い
う
状
 
 

態
で
あ
っ
た
し
、
為
朝
に
追
い
た
て
ら
れ
、
か
ら
く
も
逃
げ
の
び
た
後
に
も
、
 
 

「
ア
ラ
ヲ
ソ
ロ
シ
」
（
同
四
五
頁
）
と
ふ
が
い
な
い
告
白
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
 
 

ほ
、
為
朝
を
巨
人
化
す
る
為
に
敵
対
者
を
壕
小
化
す
る
と
い
う
半
井
本
作
者
の
 
 

方
法
に
帰
因
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
為
朝
の
関
与
し
な
い
場
面
で
も
、
彼
 
 

は
嘲
笑
の
的
と
な
っ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
、
鎌
田
と
波
多
野
次
郎
と
の
や
り
と
り
を
記
し
た
以
下
の
如
き
挿
話
 
 

で
あ
る
 
一
 
波
多
野
次
郎
は
、
為
朝
の
威
勢
に
お
じ
気
づ
い
た
の
か
一
向
に
戦
 
 

場
に
現
わ
れ
ぬ
鎌
田
に
、
皮
肉
を
一
言
あ
び
せ
よ
う
と
引
返
す
が
、
彼
が
そ
こ
 
 

わ
な
 
に
見
出
し
た
の
は
、
義
朝
の
後
に
な
っ
て
、
「
馬
二
乗
ナ
ガ
ラ
弓
枚
ヲ
ツ
イ
テ
戦
 
 

な
い
 
 

々
居
テ
引
へ
ク
リ
」
と
い
う
鎌
田
で
あ
っ
た
。
戦
場
に
出
る
よ
う
声
を
か
け
て
 
 

も
、
「
鎌
田
ハ
物
モ
云
ズ
」
 
に
い
る
。
見
か
ね
た
義
朝
が
、
鎌
田
は
最
近
「
ヲ
 
 

コ
リ
心
地
」
で
具
合
が
悪
い
の
だ
と
弁
護
す
る
の
で
あ
る
が
、
波
多
野
は
、
橋
 
 

本
の
宿
場
で
鎌
田
に
宿
を
横
取
り
さ
れ
た
恨
み
を
こ
こ
で
晴
ら
そ
う
と
、
「
哀
 
 

レ
、
宿
取
論
二
勝
タ
リ
ン
ニ
ハ
似
ヌ
物
哉
」
と
一
笑
し
て
帰
り
、
仲
間
と
も
こ
 
 

の
こ
と
を
笑
い
あ
っ
た
と
い
う
 
（
未
国
四
七
頁
）
。
明
ら
か
に
、
こ
の
よ
う
な
 
 

鎌
田
像
は
、
「
平
治
物
語
」
 
で
義
朝
の
ほ
や
ま
っ
た
行
動
を
し
ば
し
ば
抑
止
し
 
 

て
彼
を
落
ち
の
び
さ
せ
た
り
す
る
、
沈
着
冷
静
な
義
朝
補
佐
役
と
し
て
の
鎌
田
 
 

像
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
金
刀
比
経
本
を
は
じ
め
、
流
布
 
 

本
も
含
め
た
諸
本
は
、
こ
の
挿
話
を
抹
消
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
後
出
の
諸
本
に
は
「
平
治
物
語
」
と
組
厳
し
な
い
鎌
田
像
に
仕
立
 
 

て
よ
う
と
す
る
努
力
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
前
記
し
た
「
穴
威
 
 

ト
テ
、
否
ヲ
振
テ
申
ケ
レ
バ
」
の
一
句
を
、
金
刀
比
定
本
は
「
あ
な
い
か
め
し
 
 

の
御
事
候
や
と
あ
さ
み
た
り
」
（
大
系
一
〇
五
き
と
変
え
、
「
ア
ラ
ヲ
ソ
ロ
シ
」
 
 

を
「
あ
な
お
び
た
1
し
の
勢
や
」
高
一
〇
入
貢
）
 
と
変
え
て
、
為
朝
の
強
さ
 
 

に
薦
博
し
な
が
ら
も
、
な
お
落
ち
着
き
の
あ
る
態
度
を
堅
持
し
て
い
る
鎌
田
像
 
 

を
描
く
。
為
朝
の
手
並
み
を
知
る
為
に
出
向
く
場
合
で
も
、
半
井
本
が
義
朝
の
 
 

命
に
よ
る
と
し
て
い
る
（
未
国
四
三
頁
）
の
に
対
し
、
金
刀
比
定
本
は
鎌
田
自
 
 

身
の
意
志
か
ら
と
し
て
お
り
 
（
大
系
一
〇
六
至
、
義
朝
を
先
導
す
る
よ
う
な
 
 

形
で
補
佐
す
る
「
平
治
物
語
」
中
の
あ
り
方
に
通
ず
る
。
ま
た
、
為
朝
に
追
い
 
 

た
て
ら
れ
た
時
、
義
朝
陣
へ
引
き
入
れ
ま
い
と
し
て
あ
ら
ぬ
方
角
へ
逃
げ
た
行
 
 

為
に
対
し
、
新
た
に
称
讃
の
言
葉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
大
系
一
〇
七
京
）
の
一
 
 

は
、
鎌
田
を
高
く
評
価
し
ょ
う
と
す
る
、
作
者
の
姿
勢
の
変
化
を
示
唆
し
て
い
 
Ⅲ
 
 

一
 
 
 

る
。
 
 

以
上
四
点
に
関
す
る
他
諸
本
（
但
し
、
鎌
倉
本
は
欠
巻
の
為
に
除
く
）
 
の
該
 
 

当
箇
所
ほ
、
第
一
点
で
ほ
、
ほ
ぼ
金
刀
比
経
本
と
同
類
の
記
述
、
第
二
点
に
つ
 
 

い
て
は
、
京
図
本
が
「
あ
な
お
そ
ろ
し
や
、
あ
ぶ
な
い
め
に
あ
ふ
て
候
つ
れ
」
 
 

と
し
て
半
井
本
的
性
格
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
該
当
箇
 
 

所
の
な
い
流
布
本
を
除
き
、
や
は
り
金
刀
比
経
本
と
同
様
で
あ
る
。
第
三
点
 
 

は
、
流
布
本
が
半
井
本
に
摂
す
る
ほ
か
は
、
金
刀
比
羅
本
と
同
じ
、
第
四
点
 
 

は
、
京
図
本
、
流
布
本
が
半
井
本
同
様
に
鎌
田
称
讃
の
言
葉
を
有
さ
な
い
の
み
 
 

で
、
他
は
金
刀
比
羅
本
同
然
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
金
刀
比
経
本
等
に
お
い
て
も
、
為
義
処
刑
を
義
朝
に
勧
め
る
鎌
田
 
 

を
描
い
た
部
分
に
は
、
古
態
本
同
様
、
作
者
の
批
判
的
筆
致
が
見
ら
れ
る
。
後
 
 

出
諸
本
の
作
者
は
、
半
井
本
作
者
の
創
出
し
た
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
に
制
約
さ
れ
 
 

な
が
ら
、
「
平
治
物
語
」
中
の
人
物
像
と
の
一
致
を
企
図
し
た
も
の
と
考
え
な
 
 

け
れ
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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最
後
に
借
西
像
に
つ
い
て
一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
後
出
の
諸
本
で
は
、
悪
左
府
 
 

頼
長
の
は
か
り
ご
と
を
見
破
る
一
件
を
増
補
し
て
い
る
（
但
し
、
流
布
本
な
 
 

し
）
点
に
代
表
さ
れ
る
知
恵
者
と
し
て
の
面
貌
と
、
為
朝
の
肩
を
抜
か
せ
た
り
 
 

へ
同
じ
く
、
流
布
本
な
し
）
、
写
経
を
都
に
納
め
た
い
と
い
う
崇
徳
院
の
要
望
に
 
 

対
し
て
、
拒
否
す
る
よ
う
に
主
上
に
促
し
た
り
す
る
（
鎌
倉
本
、
京
図
本
・
流
 
 

布
本
な
し
）
、
極
刑
主
張
者
と
し
て
の
面
貌
が
強
ま
っ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
 
 

て
は
「
平
治
物
語
」
で
強
調
さ
れ
て
い
る
信
西
像
の
性
格
と
合
致
す
る
。
後
者
 
 

に
つ
い
て
も
、
平
治
の
乱
で
信
西
が
非
業
の
死
を
遂
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
 
 

は
、
保
元
の
乱
に
際
し
て
長
く
絶
え
て
い
た
死
罪
を
決
行
し
、
埋
葬
さ
れ
て
い
 
 

た
頼
長
の
死
骸
を
堀
り
起
し
て
ま
で
首
実
検
を
行
な
っ
た
と
い
う
冷
酷
な
処
置
 
 

に
因
が
あ
る
と
す
る
、
「
平
治
物
語
」
の
例
の
視
点
と
呼
応
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
 
 

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
信
西
紹
介
の
一
文
は
「
平
治
物
語
」
の
影
響
を
受
 
 

け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
信
西
像
に
生
じ
て
い
る
変
化
も
、
「
平
治
物
語
」
 
と
の
 
 

関
連
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
も
の
と
推
し
は
か
ら
れ
る
。
 
 

五
 
 
 

如
上
、
私
ほ
、
「
保
元
物
語
」
が
「
平
治
物
語
」
 
と
相
即
的
な
関
係
を
持
し
 
 

て
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
、
「
平
治
物
語
」
 
で
主
要
な
役
割
を
演
じ
 
 

「
保
元
物
語
」
に
も
登
場
す
る
人
物
は
、
「
平
治
物
語
」
の
中
の
あ
り
方
と
合
致
 
 

す
る
よ
う
変
貌
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
等
を
、
諸
本
を
検
討
し
な
が
ら
指
摘
 
 

し
て
き
た
。
特
に
義
朝
像
の
変
質
は
注
目
に
価
し
ょ
う
。
こ
の
変
質
を
遂
げ
た
 
 

義
朝
像
と
の
脈
絡
を
無
視
し
て
、
金
刀
比
羅
本
「
平
治
物
語
」
の
義
朝
を
語
る
 
 

こ
と
は
で
き
な
い
。
続
稿
で
論
ず
る
金
刀
比
羅
本
「
平
治
物
語
」
の
世
界
は
、
 
 

様
相
を
新
た
に
し
た
「
保
元
物
語
」
の
世
界
を
受
け
て
、
享
受
者
の
前
に
開
か
 
 

れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

注
 
 
 

l
 
半
井
・
金
刀
比
定
・
東
新
・
京
図
二
刀
和
・
入
行
の
各
諸
本
、
及
び
そ
の
系
統
 
 

本
。
 
 
 

2
 
「
初
期
平
治
物
語
の
一
考
察
－
陽
、
学
本
の
志
向
」
（
「
軍
記
と
語
り
物
・
7
」
 
 

昭
和
4
5
年
4
月
）
、
並
び
に
「
平
治
物
語
初
期
作
者
の
心
1
－
義
朝
像
の
問
題
か
 
 

ら
」
（
「
国
文
学
研
究
・
5
1
集
」
昭
和
4
8
年
1
0
月
）
。
な
お
、
「
平
治
物
語
」
の
展
開
 
 

に
つ
い
て
は
、
「
平
治
物
語
の
展
開
－
笑
い
を
通
し
て
」
（
「
軍
記
と
語
り
物
・
 
 

9
」
昭
和
4
7
年
3
月
）
の
論
稿
を
公
け
に
し
た
。
 
 
 

現
在
す
る
古
態
本
に
も
「
平
家
物
語
」
の
影
響
が
部
分
的
に
認
め
ら
れ
る
点
に
 
 

つ
い
て
、
前
稿
で
は
詳
論
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
補
説
す
る
。
舌
態
本
 
 

の
下
巻
に
ほ
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
（
傍
線
筆
者
）
。
 
 

保
元
為
義
き
ら
れ
、
平
治
に
義
朝
課
せ
ら
れ
て
後
は
、
す
ゑ
ふ
＼
の
源
氏
ど
 
▲
－
－
1
1
■
－
●
－
●
l
●
－
＿
－
 
 
 

も
或
は
流
さ
れ
、
或
は
う
し
な
は
れ
、
今
は
平
家
の
一
類
の
み
繁
昌
し
て
、
 
 
 

頭
を
さ
し
出
す
老
な
し
。
（
寛
一
本
「
二
代
后
」
、
大
系
一
〇
七
頁
）
 
 
 

更
に
、
古
態
本
の
「
嫡
相
雲
客
六
十
余
人
」
と
い
う
表
記
に
注
目
す
る
必
要
が
 
 

あ
る
。
平
家
一
族
が
欄
相
（
＝
公
細
）
と
雲
客
（
＝
殿
上
人
）
だ
け
で
も
六
十
余
 
 

人
に
達
し
た
と
い
う
の
は
、
些
か
誇
大
に
過
ぎ
る
感
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
次
に
 
 

引
く
「
平
家
物
語
」
の
一
文
に
影
響
さ
れ
た
結
果
と
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
と
思
 
 

※
 
延
慶
本
・
長
門
本
＝
「
八
十
偉
人
」
 
 
 

つ
ま
り
、
「
平
家
物
語
」
作
者
が
、
「
諸
国
の
受
領
、
衛
府
、
諸
司
」
を
合
わ
せ
 
 

て
「
六
十
偉
人
」
と
記
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
平
治
物
語
」
古
態
本
作
者
は
 
 

「
脚
相
雲
客
」
の
み
で
六
十
余
人
と
受
け
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
 
 

文
と
先
の
古
態
本
の
本
文
と
は
内
容
的
に
も
近
い
。
「
蜘
相
雲
客
六
十
余
人
」
と
 
 

い
う
記
述
は
、
「
平
家
物
語
」
の
一
節
を
誤
解
し
た
放
と
考
え
る
以
外
に
な
い
。
 
 
 

田
中
宣
一
氏
「
金
刀
比
羅
宮
所
蔵
「
平
治
物
語
L
に
つ
い
て
」
（
「
国
学
院
雑
誌
」
 
 

昭
和
4
6
年
7
月
）
 
 

北
川
忠
彦
氏
「
軍
記
物
の
流
れ
」
（
「
文
学
」
昭
和
卯
年
7
月
）
 
 
 

山
下
宏
明
氏
は
、
「
平
治
物
語
に
関
す
る
覚
書
－
金
刀
比
羅
本
系
本
文
の
意
 
 

味
す
る
も
の
」
（
「
中
世
文
芸
」
昭
和
4
0
年
1
1
月
）
で
、
金
刀
比
羅
本
に
「
語
り
ら
 
 
 

わ
れ
る
。
 
 
 

我
身
の
栄
花
を
極
る
の
み
な
ら
ず
、
一
門
共
に
繁
昌
し
て
、
嫡
子
重
盛
、
 
大
臣
 

、
、
、
 

の
一
門
繁
昌
す
。
わ
が
身
は
太
政
大
臣
に
あ
が
り
、
子
息
近
衛
の
大
将
に
あ
 
 
 

ひ
な
ら
び
、
親
塀
の
昇
進
思
さ
ま
に
て
脚
雲
客
六
十
余
人
な
り
き
。
（
学
習
 
 
 

院
本
、
未
国
九
四
頁
）
 
 
 

こ
の
文
が
、
「
平
家
物
語
」
 
の
諸
本
に
い
ず
れ
も
存
す
る
左
の
箇
所
と
類
似
し
 
 

て
い
る
こ
と
ほ
、
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
 
 

の
左
大
将
次
男
宗
盛
中
納
言
の
右
大
将
…
…
惣
じ
て
一
 
 

☆
 
 

脚
十
六
人
、
殿
上
人
冊
鎗
人
、
諸
国
の
受
領
、
衛
府
、
諸
司
、
都
合
 
 

（
同
「
我
身
栄
花
」
、
大
系
九
 
 
 

人
な
り
。
 
 

☆
 
延
慶
本
・
四
部
本
・
闘
詳
録
・
長
門
本
＝
「
十
僚
人
」
 
 

抑
、
保
元
に
為
義
課
せ
 
 
ら
れ
、
平
治
に
義
朝
課
せ
ら
れ
し
ょ
り
以
来
、
平
家
 
 

二六※門  
真十 の  
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し
さ
」
を
拾
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

7
 
永
積
氏
も
同
様
に
考
え
て
お
ら
れ
る
も
の
と
患
う
。
 
 

8
 
例
外
的
に
、
藤
岡
作
太
郎
氏
が
「
保
元
物
語
」
「
平
治
物
語
」
は
「
平
家
物
語
」
 
 
 

よ
り
後
出
で
あ
る
と
説
き
（
『
鎌
倉
室
町
時
代
文
学
史
L
大
正
4
年
刊
）
、
野
村
八
 
 
 

良
民
が
そ
れ
を
支
持
さ
れ
た
（
『
鎌
倉
時
代
文
学
新
論
』
 
大
正
1
1
年
刊
）
 
ぐ
ら
い
 
 
 

で
あ
る
。
 
 

9
 
永
積
氏
の
前
掲
解
説
も
例
外
で
は
な
い
。
市
盲
点
次
氏
著
『
中
世
の
文
学
J
（
昭
 
 
 

和
4
1
年
至
文
堂
刊
）
も
そ
の
弊
に
陥
っ
て
い
る
。
 
 

1
0
 
本
稿
で
は
下
記
の
蔵
書
に
な
る
諸
本
を
用
い
た
。
鎌
倉
本
こ
泉
師
本
・
杉
原
本
 
 

＝
彰
考
館
文
庫
（
い
ず
れ
も
激
古
書
院
刊
 
『
保
元
物
語
 
上
・
下
L
 
〔
昭
和
4
7
、
 
 
 

4
9
年
〕
に
縮
写
影
印
）
。
京
図
本
＝
京
都
大
学
附
属
図
書
館
。
正
木
本
・
保
元
記
＝
 
 
 

宮
内
庁
書
陵
部
。
 
 

1
1
 
「
史
料
大
成
』
所
収
。
 
 

1
2
 
「
注
2
」
の
論
稿
、
「
平
治
物
語
初
期
作
者
の
心
 
－
 
義
朝
像
の
問
題
か
ら
」
。
 
 

1
3
 
紅
の
扇
云
々
に
つ
い
て
ほ
、
「
愚
管
抄
」
第
四
に
も
記
述
が
あ
り
 
（
大
系
二
二
 
 

一
貫
）
、
金
刀
比
羅
本
と
同
じ
く
出
陣
直
前
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
事
 
 
 

実
は
金
刀
比
定
本
に
近
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
金
刀
比
羅
本
作
 
 
 

老
が
こ
の
一
件
を
最
後
に
移
行
さ
せ
て
出
陣
直
前
の
こ
と
と
し
た
の
は
、
事
実
に
 
 
 

基
づ
こ
う
と
し
た
為
で
は
な
く
、
後
述
し
た
よ
う
に
、
義
朝
像
全
体
の
あ
り
方
と
 
 
 

深
く
か
か
わ
っ
た
文
学
的
意
図
に
よ
る
も
の
と
推
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
 
 
 

う
0
 
 

1
4
 
延
慶
本
「
平
家
物
語
」
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
（
白
帝
社
版
二
五
一
頁
）
。
 
 

付
記
 
 

私
は
「
平
治
物
語
初
期
作
者
の
心
 
－
 
義
朝
像
の
問
題
か
ら
」
（
「
国
文
学
研
究
」
 
 
 

昭
和
4
8
年
1
0
月
）
 
の
稿
に
お
い
て
、
義
朝
に
関
す
る
中
巻
で
の
敬
語
が
、
学
習
院
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

本
で
は
二
個
、
陽
明
本
で
は
一
個
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
も
 
 
 

に
二
個
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
私
の
見
落
し
に
よ
る
も
の
で
、
不
注
意
を
詫
び
る
と
 
 
 

と
も
に
こ
こ
に
訂
正
す
る
。
し
か
し
、
全
体
の
論
旨
に
変
更
は
な
い
。
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